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ニュース

反 響 続 々 と

コロ ナ関 連 多く

本紙記事に読者から続々と反響が寄せ

られた。一部を紹介したい。時節柄、新

型コロナに関するものが多かった。

５月15日号 佐野浩・本紙編集委員コラ

ム「出入国禁止、濃厚接触者の隔離等々

を共同宣言として出すべきだった!!」

－国内感染者が出始めた段階で『出入国

を禁止せよ、濃厚接触者を隔離せよ』と

の共同宣言を与野党、医学界、マスコミ

等は出すべきだった－との内容に「個人

のプライバシーを守る日本は住み良いと

思ってきたが大丈夫なのか心配」（T.Y.

さん）、「中国からの入国を（早く）拒否

すればこんなことにならなかった」（H.K.

さん）など政府対応への意見が多数あった。

６月５日号「小金井から30キロに『コ

ロナの抜け穴』」

－在日米軍横田基地の入国がノーチェッ

クであることなどの理由でウイルスが直

輸入されてしまう可能性がある－との内

容の当記事掲載２日後に、米軍三沢基地

で感染者が出たと発表されたことについ

て、「これを機会にすべての在日米軍基

地でＰＣＲ検査を実施してくれれば、次

に来る米兵の感染対策にもつながるので

は」（S.M.さん）との声が届いた。
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火曜午後・土曜午後

日曜・祝日休診

◎新庁舎・（仮称）新福祉会館完成予想模
型（写真下）を展示 完成予想図も展示/時
６月19日(金)～7月9日(木)/所市役所第二
庁舎 1Ｆ風除室(正面玄関)/主問市企画政策
課042-387-9800

読 者

投 稿
小金井市議会６月議会が23日、閉会し

た。ほぼコロナ対策一色となった今議会。

新型コロナウイルス対策関連予算（第２

～４回一般会計補正予算）の総額は約13

億1300万円。ＰＣＲ検査センター整備費

（予算額1094万円）、子育て世帯等への

支援費（同4465万円）、障害福祉事業所

等・介護事業所支援費（同5846万円）な

どを盛り込み成立した。なお、小金井市

議会の議員定数の削減（24から２議席削

減）を求める請願は不採択（賛成10・反

対13）、元市議候補による個人情報盗用

など一連の疑惑について地方自治法100条

に基づく調査を求める陳情は、総務企画

委員会で継続審査となった。

補正13億円 ６月議会閉会教育出版中学公民教科書で紹介さる小金井市議会
沖縄意見書
教育出版の2021年度版中学校公民教科

書は「個人を尊重する日本国憲法」という

章の「沖縄に生きる人々とともに」とい

うコーナーの中で、米軍普天間基地の移

設を国民全体で議論すべきだという陳情

を小金井市議会が2018年に採択し、意見

書を政府に提出したことを紹介している。

米須氏「消極的平和」に終止符を

この決議は沖縄出身

で小金井在住の米須清

真さん（写真左）の陳

情を自公以外の議員13

人の賛成多数で採択し

たもので、従来型の基

地反対ではなく「普天間基地の代替地の

要否ついては全国民的議論に付す」とし

たところが斬新で、全国に先駆けての快

挙と、当時も沖縄のメディアでは大きく

取り上げられていた。

米須氏が本紙に寄せたコメントは次の

通り。「私が市内外で繰り返し問題提起

してきたことが教科書に掲載され、驚く

とともに嬉しく思う。項目が『平和主義』

なので、ここでは『平和』について補足

したい。社会学者のガルトゥングは、単

に戦争がない状態を消極的平和とし、差

別や抑圧のない状態を積極的平和と位置

づけた。つまり、沖縄の犠牲の上に成り

立つ日本の平和は、本当の平和ではない

ということ。デモクラシーとフェアネス

の基礎に立ち返ることにより、琉球併合

から続く差別に終止符を打ちたいものだ」

五十嵐議長「評価は今後に委ねたい」

他方、五十嵐京子・小金井市議会議長

は「我が市議会は自由闊達な議論を是と

してきた伝統があり、その中で出た意見

書だが、一方で地方議員は国の政策に意

見を言うことはできないという法解釈も

あり、評価についてはこれからの時代に

委ねることと思う」と、陳情に反対した

自民党等にも配慮して述べている。

７月28日の教育委員会で教科書採択

今回の教科書掲載は、問題の所在を全

国の生徒に広めるという点では確かに有

意義だ。おりしも市議会では３月24日に

「辺野古新基地建設について、軟弱地盤デー

タの再調査と新基地建設の中止を求める

意見書」が採択された。

沖縄に心を寄せる多くの市民の思いが

教育の現場を始め、様々な分野で生かさ

れていくことを望みつつ、来月末の教科

書採択を見守りたい。
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